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鈴
木
　
和
夫 

理
事
長 

　
森
林
総
合
研
究
所
は
、
林
業
試
験
場
を
改
組
し
て
二
〇
年
、
そ
の
後
独

立
行
政
法
人
へ
移
行
し
て
七
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
前
年
度
末
に
緑
資
源

機
構
法
を
廃
止
す
る
法
律
が
成
立
し
、
水
源
林
造
成
、
特
定
中
山
間
保
全

整
備
、
農
用
地
総
合
整
備
の
三
事
業
が
所
要
の
経
過
措
置
と
し
て
研
究
所

に
承
継
さ
れ
ま
し
た
。
前
者
の
事
業
は
平
成
二
二
年
度
に
設
立
予
定
の
独

法
に
移
管
す
る
予
定
で
、
後
者
の
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
五
年
度
、
平

成
二
四
年
度
に
実
施
事
業
が
完
了
す
る
と
廃
止
さ
れ
ま
す
。
研
究
所
の
研

究
開
発
独
法
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
は
従
前
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新

た
に
五
七
四
名
の
役
職
員
を
迎
え
て
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し

ま
し
た
。 

　
振
り
返
る
と
平
成
一
九
年
度
は
激
動
の
年
で
し
た
。
五
月
の
長
期
戦
略

指
針
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
25
」
で
は
未
来
に
向
け
て
の
高
い
目
標
設
定
を
、

十
二
月
の
独
法
整
理
合
理
化
計
画
で
は
研
究
の
推
進
に
お
け
る
関
係
機
関

と
の
連
携
と
役
割
の
徹
底
を
、
そ
し
て
研
究
課
題
の
重
点
化
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
研
究
開
発
力
強
化
法
案
で
も
、
国
家
戦

略
の
明
確
な
反
映
と
研
究
成
果
の
実
用
化
の
促
進
、
さ
ら
に
優
秀
な
人
材

の
確
保
と
流
動
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
二
〇
世
紀
に
は
林
業
・
林
学
と
い
う
こ
と
ば
で
語
ら
れ
て
い
た
森
林
研

究
は
、
森
林
の
も
つ
多
面
的
な
機
能
の
発
揮
を
重
視
す
る
森
林
科
学
と
い

う
こ
と
ば
で
す
っ
か
り
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
元
来
、
森
林
科

学
の
根
幹
は
、
森
林
を
知
り
、
造
り
、
そ
し
て
そ
の
機
能
の
発
揮
と
、
再

生
可
能
な
資
源
の
持
続
可
能
性
の
追
究
で
す
。
細
分
化
さ
れ
た
知
か
ら
知

の
総
合
が
標
榜
さ
れ
て
、
ま
さ
に
科
学
の
た
め
の
科
学
か
ら
社
会
の
た
め

の
科
学
へ
と
取
り
組
み
の
舵
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
森
林
総
合
研
究
所
は
筑
波
研
究
学
園
都
市
に
移
転
し
て
三
〇
年
、
節
目

の
年
を
迎
え
て
新
し
い
広
報
誌
が
創
刊
さ
れ
ま
す
。
国
民
の
負
託
に
応
え

る
研
究
開
発
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 
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独立行政法人森林総合研究所の概要 ミッション ステートメント 

 

　
　
林
は
日
本
の
国
土
の
約
七
割
を
占
め
、
私
た
ち
の
生
活

　
　
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
森
林
総
合
研
究
所
は

つ
く
ば
の
本
所
を
中
心
に
、
北
海
道
か
ら
九
州
、
沖
縄
ま
で

の
支
所
、
育
種
場
な
ど
の
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
北
の
亜
寒
帯
林
か
ら
温
帯
林
、
暖
帯
林
、
そ
し
て
南
の

亜
熱
帯
林
ま
で
日
本
の
森
林
を
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
林
木
の
優
良
品
種
の
開
発
普
及
を
行
う
林

木
育
種
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
熱
帯
林
な
ど

を
対
象
と
し
た
海
外
で
の
研
究
も
活
発
に
行
っ
て
お
り
、
地

球
規
模
で
の
森
林
の
研
究
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。 

　
森
林
総
合
研
究
所
の
歴
史
は
古
く
、
明
治
三
八
年
に
農
商

務
省
山
林
局
林
業
試
験
所
と
し
て
発
足
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
そ
の
後
林
業
試
験
場
時
代
を
経
て
、
昭
和
六
三
年
に
名

称
を
森
林
総
合
研
究
所
に
変
更
し
ま
し
た
。
一
方
、
昭
和
三

二
年
か
ら
林
野
庁
に
設
置
さ
れ
た
林
木
育
種
場
は
、
そ
の
後

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
組
織
と
な
り
、
平
成
一

三
年
に
は
研
究
所
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
と
も
に
独
立
行
政

法
人
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
一
九
年
に
両
組
織
が
統
合
さ
れ
、

独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
と
な
り
、
我
が
国
最
大
の

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
係
わ
る
研
究
機
関
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　 
 

森
林
総
合
研
究
所
は
、
現
在
平
成
一
八
年
度
か
ら
平
成
二

二
年
度
ま
で
の
中
期
計
画
に
よ
り
研
究
や
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
中
期
計
画
で
は
研
究
分
野
の
重
点
課
題
と
し
て
、

開
発
研
究
で
は
「
地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
た
研
究
」
、
「
森 

林
と
木
材
に
よ
る
安
全
・
安
心
・
快
適
な
生
活
環
境
の
創
出

に
向
け
た
研
究
」
、「
社
会
情
勢
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
林

業
・
木
材
利
用
に
関
す
る
研
究
」を
進
め
、
基
礎
研
究
で
は
「
新

素
材
開
発
に
向
け
た
森
林
生
物
資
源
の
機
能
解
明
」
、「
森
林

生
態
系
の
構
造
と
機
能
の
解
明
」
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

林
木
育
種
分
野
で
は
花
粉
症
対
策
に
有
効
な
品
種
の
開
発
な

ど
を
行
う
「
林
木
の
優
良
な
新
品
種
の
開
発
」
や
「
林
木
遺
伝

資
源
の
収
集
・
保
存
」
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
森
林
総
合
研
究
所
は
、
研
究
所
の
存
在
意
義
を
明

確
に
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
発
表
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
一
月
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
研
究
開
発
の
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
「
2050
年
の
森
」
を
公
表

し
ま
し
た
。
こ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
研
究
・
技
術
開
発

を
「
水
を
育
み
国
土
を
守
る
」
、「
自
然
環
境
と
の
共
生
を
図

る
」
、「
資
源
を
循
環
利
用
す
る
」
、「
森
林
の
多
面
的
機
能
の

発
揮
」
の
四
つ
の
分
野
に
分
け
て
研
究
課
題
と
そ
の
要
素
技

術
を
示
し
、
未
来
の
森
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
て 

い
ま
す
。 

　
な
お
、
本
年
四
月
に
は
旧
緑
資
源
機
構
で
実
施

し
て
い
た
、
森
林
が
有
す
る
水
源
か
ん
養
機
能
の

回
復
や
高
度
発
揮
に
役
立
つ
水
源
林
造
成
事
業
、

農
村
の
基
盤
整
備
を
担
う
農
用
地
総
合
整
備
事
業

な
ど
を
承
継
実
施
す
る
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー

が
森
林
総
合
研
究
所
に
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

研究所の存在意義 

森林・林業・木材産業に係わる研究を通じて、 

豊かで多様な森林の恵みを生かした循環型社会の 

形成に努め、人類の持続可能な発展に寄与します 

ision

ミッションを果たすための研究所のあるべき姿 

日本の将来にとって、なくてはならない 

先導的研究機関となることを目指します 

ask

1. 科学技術の発展に寄与します 

2. 行政施策の推進に寄与します 

3. 社会活動の活性化に寄与します 

4. 国際協力の推進に寄与します 

ミッションを実現するための具体的役割 

森 
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� 北海道育種場（江別市） 

北方系樹種であるトドマツ、エゾマツなど
の針葉樹やミズナラ、ウダイカンバなどの
広葉樹をおもな対象に、林木の新品種を開
発しています。また、ジーンバンク事業と
して、国内最大の天然林を擁する北海道で、
絶滅のおそれのある樹種や巨木・名木をは
じめ、さまざまな森林構成樹種を収集・保
存しています。 

� 東北支所（盛岡市） 

東北地域の森林は日本海側の多雪、太平洋
側の寒冷気候に影響されながら人間の営み
と深く関わってきました。東北支所では森
林の持続的管理、さらに地域の活性化、環
境問題、人と森とのふれあいなどへの貢献
をめざし、研究を進めています。 

 

 

森林の保全や整備に必要な林木の優良な種
苗を確保するため、成長、材質、病虫害抵
抗性などの遺伝的に優れた品種を開発する
とともに、開発した品種の苗（原種）の増殖・
配布を行っています。また、絶滅の危機に
瀕している樹種や天然記念物等の林木遺伝
資源の収集・保存にも取り組んでいます。 

� 林木育種センター（日立市） 
    森林バイオ研究センター 

� 森林農地整備センター（川崎市） 

森林農地整備センターでは、森林や農用
地の有する公益的機能の維持増進、農林
業の振興に寄与するために水源林造成事
業、特定中山間地保全整備事業、農用地
総合整備事業などを実施しています。 

東北北海道整備局（仙台市） 
関東整備局（東京都） 
中部整備局（名古屋市） 
近畿北陸整備局（大阪市） 
中国四国整備局（岡山市） 
九州整備局（福岡市） 

� 多摩森林科学園（八王子市） 

多摩森林科学園では、森林環境教育の場
における動植物の多様性保存・生態系の
役割解明の研究を進めながら、都市近郊
の貴重な自然を守っています。また、森
林総合研究所における研究成果の普及・
広報という役割も担っています。 

� 関西支所（京都市） 

近畿・中国から北陸地方にかけては古くか
ら都市化が進展したため、有名林業地が発
達した一方、森林の劣化や断片化が進行し
てきました。関西支所は、里山および都市
近郊林をおもな対象として森林の総合的管
理手法の開発を目ざし、風致形成、環境保全、
生物多様性保全などの高度機能発揮のため
の研究を行っています。 

� 四国支所（高知市） 

四国の森林は、急傾斜地が多いうえ台風や
豪雨にたびたび見舞われる厳しい自然環境
のもとにあります。また、スギやヒノキの
人工林が高い割合を占めています。四国支
所では、このような厳しい自然環境下で、
人工林資源を有効利用する新たな施業方法
や森林の水土保全機能にかかわる研究に取
り組んでいます。 

	 北海道支所（札幌市） 

 
 東北育種場（岩手郡滝沢村） 

東北育種場では、ブナ、スギ、ヒバ、アカ
マツ等の植栽木の遺伝資源について探索・
収集等を行い、それをもとに雪による根曲
がりが少ない品種、成長や材質が優れた品
種等、東北地域で求められる品種の研究・
開発を行っています。 

北海道の森林面積の3分の2は針広混交林を
主とした天然林で占められており、人工林
もトドマツやアカエゾマツなど本州と異なっ
た樹種で構成されています。北海道支所では、
こうした北海道特有の森林の多様性を保全し、
将来にわたって持続的に維持管理するため
の研究を進めています。 

� 九州育種場（合志市） 

九州育種場では、マツノザイセンチュウに
対して抵抗性の高いマツや、成長・形質の
優れたスギ・ヒノキ等の重要な樹種の育種
をおこなっています。また、天然記念物や
希少種の収集・保存などを行っています。 

� 関西育種場（勝田郡勝央町） 

成長、材質に優れたスギやヒノキ、ハチカ
ミの原因となるスギカミキリに抵抗性のあ
るスギや松枯れの原因となるマツノザイセ
ンチュウに抵抗性のあるマツ等の品種を開
発しています。また、四国の魚梁瀬地方と
紀伊半島の一部にのみ分布する「トガサワラ」
の保全のための研究にも取り組んでいます。 

 九州支所（熊本市） 

南北に1,100km以上の広がりを持つ九州・
沖縄地域には、暖温帯～亜熱帯の様々な樹
木や生物が分布しています。九州支所では、
これらの多様な森林の持続的活用と生物多
様性の保全をめざし、山村地域の経済振興
に向けたスギ等の膨大な人工林資源の活用
と南西諸島における貴重な野生生物の保全
を重点に研究を行っています。 

森林総研 
ネットワーク 
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研究所の紹介 

森林総合研究所では、わが国国土の7
割を占める森林や木材などをさまざま
な角度から研究するため、植物生態な
ど20の研究領域と国際連携および温暖
化対応の2つの推進拠点を設け研究プ
ロジェクトを進めています。また、海
外機関とも連携しながら、地球温暖化
対策など海外での森林研究にも取り組
んでいます。 

    森林総合研究所（つくば市） � 

全国に広がる 

� � 
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育てて、収穫して、地域で使う 

木質バイオマス 
の 

利活用 

木質バイオマス 
の 

利活用 

木質バイオマス 
の 

利活用 

　
最
近
は
、
日
本
で
も
大
風
や
大
雨
な
ど
の
激
し
い
天
気
が

多
く
な
っ
た
と
多
く
の
人
が
感
じ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
・
新

聞
で
も
、
地
球
温
暖
化
に
起
因
し
て
私
達
の
想
像
を
超
え
る

大
変
化
が
、
近
未
来
の
二
一
世
紀
中
に
お
こ
る
こ
と
が
、
し

ば
し
ば
話
題
に
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
人
達
が
将
来
に

不
安
を
感
じ
始
め
て
い
ま
す
。
地
球
の
気
候
変
動
を
調
べ
て

い
る
I
P
C
C
と
言
う
国
際
的
な
組
織
は
、
地
球
温
暖
化
の

責
任
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
猛
烈
に
使
う
私
達
人
間
の
生
活
の
仕

方
に
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
問
題

に
対
し
て
私
達
が
ど
う
向
き
合
う
か
を
考
え
行
動
す
る
こ
と

は
、
今
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
地
球
温
暖
化

を
止
め
る
こ
と
は
す
ぐ
に
は
出
来
な
い
こ
と
が
解
っ
て
い
ま

す
が
、
大
気
中
の
CO2
増
加
を
遅
ら
せ
て
、
影
響
を
少
し
で
も

減
ら
す
こ
と
は
、
私
達
に
も
出
来
ま
す
。
省
エ
ネ
は
、
す
で

に
多
く
の
人
達
が
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が

使
う
化
石
燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
少
な
く
し
て
空
気
中
に
排
出

さ
れ
る
CO2
の
量
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。 

　
方
法
は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
CO2
を
吸
収
し
光
合

成
を
し
て
い
る
植
物
体
（
木
や
草
や
海
草
な
ど
）
と
上
手
に

付
き
合
う
こ
と
で
す
。
日
本
に
は
、
豊
か
な
気
候
に
育
ま
れ

た
素
晴
ら
し
い
森
林
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
日
本
の
森
林
全
体

で
は
、
一
五
億
ト
ン
の
炭
素
が
樹
木
の
中
に
蓄
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
樹
木
は
生
長
し
て
い
る
の
で
、

毎
年
、
毎
年
、
空
気
中
の
CO2
を
吸
収
し
て
二
千
万
ト
ン
の
炭

素
を
蓄
え
続
け
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
蓄
え
続
け
た
量
だ
け

を
収
穫
し
、
森
か
ら
の
「
恵
み
」
と
し
て
利
用
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
大
気
中
の
CO2
を
増
や
す
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
言
わ
れ
る
魔
法
の
よ
う
な
仕
組
み
な

の
で
す
。
木
を
生
長
の
範
囲
内
で
上
手
に
使
う
こ
と
は
、
地

球
温
暖
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

        

　
木
の
毎
年
の
生
長
分
を
利
用
し
て
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
三
％
に
も
な
る
と
試

算
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
で
使
わ
れ
る
木
の

八
割
は
輸
入
に
頼
り
、
森
林
が
沢
山
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
国

産
は
二
割
し
か
な
く
、
た
ま
た
ま
で
す
が
毎
年
の
生
長
分
の

二
割
程
し
か
利
用
し
て
い
な
い
の
で
す
。 

　
森
林
総
合
研
究
所
で
は
、
私
達
が
日
本
の
森
林
か
ら
自
然 

の
「
恵
み
」
を
よ
り
多
く
受
け
取
る
仕
組
み
、
森
林
資
源
を

化
石
資
源
代
替
と
し
て
利
活
用
す
る
た
め
の
バ
イ
オ
マ
ス
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
進
め
て
い
る
研
究
に
は
、
バ
イ

オ
マ
ス
林
を
育
て
る
技
術
、
森
林
か
ら
丸
太
や
枝
葉
（
林
地
残

材
）
を
効
率
良
く
収
集
・
運
搬
す
る
シ
ス
テ
ム
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
を
地
域
で
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
、
木
を
チ
ッ
プ
や
ペ
レ
ッ

ト
に
し
て
利
用
す
る
技
術
、
木
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
、

バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
木
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
複
合
材
料

を
製
造
す
る
技
術
な
ど
が
あ
り
ま
す
（
写
真
1
〜
4
）。
こ
こ

で
は
、
①
バ
イ
オ
マ
ス
林
を
育
て
る
、
②
林
業
バ
イ
オ
マ
ス

の
収
集
・
運
搬
を
低
コ
ス
ト
化
す
る
、
③
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
地
域
利
用
を
促
進
す
る
の
、
三
つ
に
絞
っ
て
説
明
し
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
い
ろ
い
ろ
な
利
用
技
術
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
特
集
を
組
み
ま
す
。 

 
写真1 オガコ（木粉）を固めて作った 
　　　木質ペレット 

写真2 パルプ（木からリグニンをのぞいたもの） 
         がバイオエタノール原料 

写真3 パルプからバイオエタノールを製造する 
         実験装置 

写真4 木質廃材と廃プラスチックを 
　　　混ぜて作った植木ポット 

バ
イ
オ
マ
ス
林
を
育
て
る 

1
　
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
①
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス
、
②
未
利
用

バ
イ
オ
マ
ス
、
③
資
源
作
物
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
現

時
点
で
は
①
と
②
が
主
で
、
③
の
資
源
作
物
の
利
活
用
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
で
は
、
廃
棄
物

系
バ
イ
オ
マ
ス
は
す
で
に
80
%
以
上
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、

林
地
残
材
な
ど
の
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
は
そ
の
量
は
多
い
も

の
の
収
穫
・
運
搬
コ
ス
ト
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

将
来
的
に
バ
イ
オ
マ
ス
生
産
を
拡
大
し
安
定
供
給
す
る
た
め

に
は
、
未
利
用
地
や
遊
休
地
な
ど
を
活
用
し
た
新
た
な
資
源

作
物
の
作
出
が
必
要
で
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
林
は
そ
の
資
源
作

物
を
生
産
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
す
。 

　
バ
イ
オ
マ
ス
林
は
決
し
て
新
し
い
概
念
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

化
石
燃
料
が
広
く
普
及
す
る
以
前
の
昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
は
、

一
般
家
庭
で
使
わ
れ
る
熱
源
の
大
部
分
は
薪
や
炭
な
ど
の
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
に
頼
っ
て
い
ま
し
た
。
薪
や
炭
を
得
る
た
め

の
林
は
そ
の
字
の
通
り
薪
炭
林
と
呼
ば
れ
、
人
里
近
い
山
、

い
わ
ゆ
る
里
山
の
至
る
所
に
こ
の
薪
炭
林
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
余
談
で
す
が
、
近
年
問
題
に
な
っ
て
い
る
里
山
荒
廃

の
原
因
の
一
つ
は
、
薪
炭
林
と
し
て
の
利
用
が
減
っ
て
、
伐 

森林総研で 
現在進めている研究 

バイオマス林を育てる技術 

森林から丸太や枝葉（林地残材）を効率良く 
収集・運搬するシステム 

木をチップやペレットにして利用する技術 

木からバイオエタノール、バイオプラスチック、 
木とプラスチックの複合材料を製造する技術 

木質バイオマスを地域で利用するシステム 

は
じ
め
に 

（
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ 

　
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
研
究
担
当
） 

山
本 

幸
一 

  

丸
山 

温
　 

（
北
海
道
支
所
地
域
研
究
監
）      
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の
よ
う
な
最
適
な
条
件
下
で
栽
培
し
た
場
合
の
も
の
で
、
実

用
化
の
た
め
に
は
植
栽
地
に
応
じ
た
栽
培
技
術
、
低
コ
ス
ト

収
穫
技
術
な
ど
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
森

林
総
合
研
究
所
で
は
、
一
〜
三
年
程
度
で
繰
り
返
し
収
穫
す

る
超
短
伐
期
栽
培
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
的
と
す
る
研
究
を
、

平
成
二
〇
年
度
よ
り
三
年
間
の
予
定
で
行
い
ま
す
。 

　
植
栽
場
所
と
し
て
北
海
道
の
下
川
町
を
選
び
ま
し
た
。
北

海
道
に
は
広
大
な
遊
休
地
や
緩
傾
斜
の
山
林
な
ど
バ
イ
オ
マ

ス
生
産
に
適
し
た
場
が
広
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
下
川

町
は
長
年
に
わ
た
り
森
林
資
源
の
造
成
に
努
め
、
林
業
・
林

産
業
を
地
域
活
性
化
の
柱
と
し
て
、
持
続
可
能
な
森
林
共
生

社
会
を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
し
、
既
に
チ
ッ
プ
や
ペ
レ
ッ

ト
、
木
炭
な
ど
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
実
用
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
本
研
究
に
よ
り
ヤ
ナ
ギ
の
栽
培
を
実
用
化
す
る
こ

と
で
、
ヤ
ナ
ギ
を
核
と
す
る
地
域
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
シ
ス

テ
ム
の
基
礎
を
築
き
、
将
来
的
な
低
炭
素
・
循
環
型
バ
イ
オ
マ

ス
・
タ
ウ
ン
の
実
現
を
加
速
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

表1.日本の森林タイプごとの地上部生産力 
（ton/ha/年） 

亜寒帯針葉樹林 

冷温帯落葉広葉樹林 

温帯針葉樹林 

暖温帯常緑広葉樹林 

エゾノキヌヤナギ※ 

※エゾノキヌヤナギ選抜クローン3年生時平均/最大 
  エゾノキヌヤナギ以外はKira1976による 

11.15    3.75 

  8.74    3.47 

14.25    5.78 

20.65    3.75 

21.3 / 25.0

2

林
業
バ
イ
オ
マ
ス
の
収
集
・ 

運
搬
を
低
コ
ス
ト
化
す
る 

写真７ プロセッサによる造材時に発生した林地残材 

写真８ チッパー機能の付いた北欧の大きな林業機械 

図１ 林業作業の方法 

写真６ ヤナギ萌芽1年生時の様子。 
          元の株は挿し付け後12年目 

写真５ ポットに挿し付けた挿し穂が発芽してきた様子 

 

　
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
拡
大
の
観
点
か
ら
、
丸
太
を
収
集
し
た

後
に
森
林
内
に
残
さ
れ
る
端
材
や
枝
葉
な
ど
の
林
地
残
材
（
林

業
バ
イ
オ
マ
ス
、
写
真
7
）に
注
目
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

収
集
・
運
搬
の
コ
ス
ト
が
割
高
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん

ど
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
林
業
バ
イ
オ
マ
ス
を
い 

か
に
安
く
、
安
定
的
に
プ
ラ
ン
ト
へ
供
給
で
き
る
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
林
業
の
進
ん
だ
北
欧
で
は
、
チ
ッ
パ
ー
機
能
の
付
い
た
大

き
な
車
両
（
写
真
8
）
で
丸
太
ま
で
も
粉
砕
し
、
大
型
ト
レ
ー

ラ
ー
で
プ
ラ
ン
ト
ま
で
運
搬
す
る
方
法
が
主
流
で
あ
り
、
収

集
・
運
搬
コ
ス
ト
は
四
、
〇
〇
〇
円
／
ト
ン
程
度
で
す
。
北

欧
で
は
、
地
形
が
緩
や
か
で
林
業
機
械
が
林
内
へ
容
易
に
入

る
こ
と
が
で
き
、
特
別
な
道
を
作
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
急
峻
な
山
岳
地
形
の
多
い
日
本
で
は
、
機
械
が

林
内
に
入
る
た
め
に
は
道
が
必
要
で
あ
り
、
小
形
の
機
械
を

使
っ
て
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

　
日
本
の
林
業
作
業
（
伐
採
し
た
立
木
を
集
め
て
収
穫
す
る
）

の
方
法
に
は
、
全
木
集
材
、
全
幹
集
材
、
短
幹
集
材
の
三
つ

が
あ
り
ま
す
（
図
１
）
。
全
木
集
材
は
、
伐
採
し
た
立
木
を
枝

や
葉
が
付
い
た
そ
の
ま
ま
の
形
状
で
道
端
（
土
場
）
ま
で
集 

め
、
丸
太
と
そ
れ
以
外
（
林
地
残
材
）
に
分
け
て
収
穫
す
る

方
法
、
全
幹
集
材
は
、
林
内
で
枝
葉
を
切
り
落
と
し
幹
だ
け

集
め
る
方
法
、
短
幹
集
材
は
、
林
内
で
枝
葉
を
落
と
し
、
丸

太
の
形
状
に
玉
切
り
し
て
集
め
る
方
法
で
す
。
全
幹
集
材
や

短
幹
集
材
で
は
、
丸
太
を
集
め
る
と
い
う
点
で
は
合
理
的
で

す
が
、
林
内
に
残
さ
れ
た
端
材
や
枝
葉
は
薄
く
広
く
散
ば
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
集
め
よ
う
と
す
る
と
丸
太
を
集
め
る

以
上
の
コ
ス
ト
と
手
間
が
必
要
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
近

年
は
、
作
業
能
率
の
高
い
高
性
能
林
業
機
械
と
呼
ば
れ
る
車

両
系
の
機
械
が
導
入
さ
れ
、
林
道
な
ど
道
の
整
備
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
形
が
不
揃
い
で
か
さ
張
る
林
業
バ
イ
オ
マ

ス
を
広
い
林
内
か
ら
集
め
る
作
業
で
は
、
能
率
の
高
い
機
械

を
使
っ
て
も
二
割
程
度
の
性
能
し
か
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
収

集
・
運
搬
の
た
め
の
コ
ス
ト
も
四
〜
五
倍
か
か
っ
て
し
ま
う

た
め
、
全
幹
集
材
や
短
幹
集
材
の
現
場
で
林
業
バ
イ
オ
マ
ス

を
収
穫
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
を
考
え
る
と
、
大
量
の
林
地
残
材
が
一
箇
所
の
土
場

に
発
生
す
る
全
木
集
材
が
好
都
合
で
す
。 

　
森
林
総
合
研
究
所
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
の
中
で
今
も
っ

と
も
現
場
に
普
及
し
て
い
る
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
、
プ
ロ
セ
ッ

サ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
組
み
合
わ
せ
た
全
木
集
材
で
丸
太
を
収

集
・
運
搬
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
機
械
毎
の
作
業
能
率

の
違
い
に
着
目
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
間
伐
材
を
収
集
・
運

搬
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
時
間
を
異
な
る
機
械
の

間
で
比
較
す
る
と
、
作
業
能
率
の
高
い
プ
ロ
セ
ッ
サ
に
は
余

裕
時
間
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
余
裕
時
間
を
使
っ
て
バ
イ
オ

マ
ス
を
集
め
る
と
い
う
発
想
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
フ
ォ
ワ
ー

ダ
の
荷
台
に
あ
お
り
（
ダ
ン
プ
カ
ー
の
荷
台
に
つ
い
て
い
る 
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〈
＊
１
親
と
同
じ
性
質
を
受
け
継
い
だ
木
。
挿
し
木
、
萌
芽
、
組
織
培
養
に
よ
り

　
得
ら
れ
る
。〉 

三
年
目
で
ク
ロ
ー
ン
＊
１ 

間
の
生
長
の
良
否
に
違
い
が
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
短
い
期
間
で
優
良
ク
ロ
ー
ン
を
選

抜
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

　
②
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
最
大
で
年
二
五

ト
ン
／
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
潜
在
的
生
産
力
が
確
か
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
日
本
の
主
な
森
林
の
生
産
力
と
比
較
し
て
も
、
ヤ

ナ
ギ
の
生
長
が
優
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
表
１
）。 

             

　
③
に
つ
い
て
は
、
切
り
株
か
ら
萌
芽
し
て
速
や
か
に
再
生
す

る
の
で
、
収
穫
し
た
後
に
再
造
林
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

写
真
6
は
エ
ゾ
ノ
キ
ヌ
ヤ
ナ
ギ
で
、
春
に
地
上
部
を
収
穫
し

た
あ
と
に
萌
芽
し
た
も
の
が
一
夏
で
樹
高
三
m
程
度
に
成
長

し
て
い
ま
す
。
こ
の
株
は
、
挿
し
付
け
後
一
二
年
を
経
過
し

た
も
の
で
、
そ
の
間
五
〜
六
回
地
上
部
を
収
穫
し
て
お
り
、

繰
り
返
し
収
穫
・
再
生
が
可
能
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
以
上
の
よ
う
に
、
ヤ
ナ
ギ
の
樹
種
特
性
に
つ
い
て
は
一
定

の
研
究
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
苗
畑 

採
な
ど
人
の
手
が
入
ら
な
く
な
っ
た
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
バ
イ
オ
マ
ス
林
に
は
、
熱
帯
で
は
ユ
ー
カ
リ
や
ア
カ
シ
ア
、

温
帯
で
は
ヤ
ナ
ギ
や
ポ
プ
ラ
な
ど
の
生
長
が
著
し
く
早
い
樹

種
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
立
の
条
件
は
、
造
成
や
収
穫

が
容
易
で
効
率
よ
く
生
産
で
き
コ
ス
ト
面
で
有
利
で
あ
る
こ

と
、
繰
り
返
し
生
産
・
収
穫
で
き
る
持
続
性
を
備
え
て
い
る

こ
と
、
周
辺
の
環
境
（
と
く
に
流
域
の
水
質
）
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
こ
と
等
で
す
。
こ
こ
で
は
、
ヤ
ナ
ギ
を
取
り
上
げ

て
、
森
林
総
合
研
究
所
で
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
の
成
果
と

実
用
化
に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

　
ヤ
ナ
ギ
は
、
国
内
の
河
川
敷
や
耕
作
放
棄
地
に
広
く
生
育

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
①
挿
し
木
が
容
易
で
、
②
生
長
が
早
く
、
③

萌
芽
（
切
り
株
か
ら
出
た
芽
が
生
長
し
た
木
）
の
再
生
能
が

旺
盛
、
と
い
う
優
れ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
と
し
て
急
速
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。 

　
①
に
つ
い
て
は
、
当
年
生
の
枝
（
そ
の
年
に
伸
び
た
枝
）

か
ら
鉛
筆
程
度
の
長
さ
の
挿

し
穂
を
採
り
、
挿
し
付
け
て

お
く
だ
け
で
発
根
、
発
芽
し

ま
す
（
写
真
5
）。
挿
し
穂

を
採
っ
た
個
体
の
遺
伝
的
性

質
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
の

で
、
生
長
の
優
れ
た
個
体
を

選
ん
で
穂
を
採
取
す
る
こ
と

で
生
産
力
の
向
上
を
図
れ
ま

す
。
ま
た
萌
芽
の
一
年
目
と 
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枠
）
を
付
け
、
枝
葉
を
積
み
込
ん
だ
後
に
あ
お
り
を
閉
じ
て

圧
縮
し
、
積
載
能
力
を
高
め
る
方
法
で
す
。
こ
れ
ら
の
新
し

い
機
械
の
開
発
・
改
良
を
進
め
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
機

械
を
組
み
込
み
な
が
ら
、
丸
太
と
林
業
バ
イ
オ
マ
ス
を
同
時

に
収
集
・
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
る
作
業
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
2
）
。 

　
　
林
業
バ
イ
オ
マ
ス
を
効
率
的
に
低
コ

ス
ト
で
収
集
・
運
搬
す
る
た
め
に
は
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
だ
け
で
は
な
く
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
も
必
要
で
す
。
す
な
わ

ち
、
必
要
な
も
の
（
丸
太
）
だ
け
を
集

め
よ
う
と
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
作
業

方
法
を
、
丸
太
だ
け
で
は
な
く
バ
イ
オ

マ
ス
も
一
緒
に
集
め
よ
う
と
す
る
作
業

方
法
に
変
え
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
実
際
に
利
用
で
き
る
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
量
を
把
握
し
、
ど
こ
に
、
ど

れ
だ
け
の
資
源
が
あ
り
、
い
く
ら
で
収

集
・
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
低
コ
ス
ト
化
が
実
現
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
林
業
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
丸
太
の
生
産

活
動
に
附
随
し
て
発
生
す
る
も
の
な
の

で
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
と
っ
て
「
林

業
の
活
性
化
＝
丸
太
生
産
の
拡
大
」
は

非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
。
山
か
ら
丸

太
が
下
り
て
こ
な
い
と
バ
イ
オ
マ
ス
も

出
て
こ
な
い
の
で
す
。 

         　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
拡
大
す
る
に
は
、
化
石
資
源

利
用
に
対
す
る
経
済
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

実
現
に
は
、
①
原
燃
料
バ
イ
オ
マ
ス
の
低
コ
ス
ト
･
安
定
供

給
、
②
製
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
低
コ
ス
ト
･
高
効
率
変
換

技
術
、
③
製
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
販
売
価
格
と
大
き
な

需
要
、
の
三
要
素
が
そ
ろ
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
2006
」
に
よ
れ
ば
、

日
本
の
お
も
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
源
は
、
建
築
廃
材
四

六
〇
万
ト
ン
（
以
下
、
乾
燥
重
量
）
、
製
材
残
材
五
〇
〇
万

ト
ン
、
林
地
残
材
三
七
〇
万
ト
ン
の
三
つ
で
す
。
そ
の
中
で
、

建
築
廃
材
は
①
②
③
の
三
つ
が
そ
ろ
っ
て
、
近
年
、
発
電
へ

の
利
用
が
二
〇
〇
万
ト
ン
以
上
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背

景
に
は
、
産
業
廃
棄
物
が
き
ち
ん
と
処
理
さ
れ
る
よ
う
な
法

律
が
で
き
て
、
建
築
廃
材
が
安
く
大
量
に
供
給
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
や
、
バ
イ
オ
マ
ス
で
発
電
さ
れ
た
電
力
等
を

電
力
会
社
に
一
定
量
買
い
取
ら
せ
る
法
律
が
で
き
た
こ
と
、

ま
た
、
化
石
燃
料
が
値
上
が
り
し
た
た
め
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

の
需
要
が
増
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
政
策
の

影
響
は
と
て
も
大
き
く
、
欧
州
に
お
い
て
も
石
炭
等
の
化
石

燃
料
に
対
す
る
炭
素
税
の
課
税
が
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利

用
拡
大
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
 

　
製
材
残
材
や
林
地
残
材
は
、
不
定
形
で
か
さ
ば
る
う
え
に

水
分
が
多
く
て
輸
送
や
燃
焼
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
有
効
活
用
を
進
め
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
林
地
残
材
の
よ
う
な
低

質
の
資
材
に
高
い
購
入
価
格
を
提
示
で
き
る
よ
う
な
需
要
が

必
要
で
す
。
電
気
は
、
利
用
料
金
が
高
く
膨
大
な
需
要
が
あ

る
の
で
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
す
。
技
術
的
に
も
、
大
規
模

ボ
イ
ラ
ー
で
燃
料
チ
ッ
プ
を
燃
や
し
て
生
産
し
た
蒸
気
で
タ
ー

ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
方
法
が
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
方
式
で
は
大
規
模
に
し
な
い
と
発
電
効

率
が
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
大
規
模
に
す
る
と
廃
熱
を

売
り
さ
ば
け
な
い
の
で
、
発
電
の
み
と
な
り
、
表
２
に
示
し

た
よ
う
に
、
林
地
残
材
を
多
量
に
使
っ
て
採
算
を
と
る
の
は

困
難
で
す
。
 

　
給
湯
･
冷
暖
房
と
い
っ
た
熱
利
用
は
料
金
は
や
や
低
く
な

り
ま
す
が
、
大
き
な
需
要
が
あ
り
、
欧
州
で
は
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
は
お
も
に
こ
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

こ
う
し
た
利
用
が
進
ん
で
い
な
い
の
は
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
住
宅
や
そ
れ
ら
に
熱
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
が
普

及
し
て
い
な
い
こ
と
、
欧
州
で
普
及
し
て
い
る
よ
う
な
不
定

形
で
高
含
水
率
の
製
材
･
林
地
残
材
を
高
効
率
･
全
自
動
で

燃
焼
で
き
る
小
中
規
模
の
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
が
存
在
し
な
か
っ

た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。
高
性
能
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
は
、

チ
ッ
プ
の
重
さ
の
半
分
が
水
分
と
い
う
よ
う
な
湿
っ
た
生
チ
ッ

プ
で
も
利
用
で
き
、
そ
れ
が
六
円
／
㎏
で
も
採
算
が
と
れ
る

の
で
す
。
 

　
表
2
か
ら
は
、
最
も
高
い
価
格
の
燃
料
チ
ッ
プ
で
採
算
が

と
れ
る
の
は
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
で
あ
り
、
そ
の
普
及
が
林
地

残
材
の
利
用
拡
大
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
 

す
。
た
だ
し
、
小
型
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
消
費
量
は
わ

ず
か
な
の
で
、
熱
出
力
の
大
き
な
も
の
を
地
域
に
複
数
台
導

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
燃
料
チ
ッ
プ
の
ま
と
ま
っ
た
需
要
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
う
し
た
需
要
先
と
し
て
は
、

病
院
や
ホ
テ
ル
等
の
滞
在
型
の
施
設
や
食
品
加
工
等
の
製
造

施
設
が
有
望
で
あ
り
、
使
用
し
て
い
る
化
石
燃
料
ボ
イ
ラ
ー

を
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
で
代
替
・
補
完
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
 

 
こ
う
し
た
熱
利
用
が
経
済
的
に
成
り
立
つ
に
は
、
燃
料
チ
ッ

プ
の
低
コ
ス
ト
供
給
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
燃
料
価
格
が
ど
の

程
度
で
あ
れ
ば
化
石
燃
料
と
対
抗
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
表

3
に
燃
料
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格（
MWh 
 
 

86
万
kcal
あ
た
り
の
価
格
）
を
示
し
ま
し
た
。
建
築
廃
材
は
石

炭
よ
り
も
安
い
た
め
に
利
用
拡
大
し
、
そ
の
次
に
有
望
な
の

は
製
材
残
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
六
円
／
㎏
の
林
地
残
材
チ
ッ

プ
は
約
三
、
〇
〇
〇
円
／
MWh
と
計
算
で
き
、
重
油
の
四
、
六

〇
〇
円
／
MWh
（
五
〇
円
／
�
の
場
合
）と
比
べ
る
と
大
幅
に
安

い
の
で
す
が
、
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
と
そ
の
付
帯
設
備
は
高
価

な
の
で
こ
の
く
ら
い
価
格
差
が
あ
れ
ば
重
油
に
対
抗
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
パ
ル
プ
材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
は
あ
る

程
度
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
す
が
、
製
材
用
丸
太
は
高
す
ぎ

て
使
え
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

　
つ
ま
り
、
高
価
な
用
材
を
使
う
の
で
は
な
く
、
安
価
な
製

材
残
材
や
林
地
残
材
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
重
油
や
灯

油
に
対
抗
し
て
い
く
の
が
現
実
的
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
流
れ
を
地
域
に
お
い

て
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
林
業
の
活
性
化
や

地
球
温
暖
化
の
緩
和
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
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図２ 樹木園と裸地におけるメタン吸収速度の比較（注１）。 
　　 写真は、実際の測定の様子。 

図３ メタンの観測地点。 

図４ 土壌の種類別のメタン吸収速度。 
     「欧米等」の値は過去に発表された約30の文献 
　　 から算出した平均値。 
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メ
タ
ン
は
二
酸
化
炭
素
と
同
様
に
地
球
温

暖
化
の
要
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。

大
気
中
の
メ
タ
ン
濃
度
は
、
二
酸
化
炭
素
の

二
〇
〇
分
の
一
程
度
で
、
と
て
も
薄
い
濃
度

で
す
が
、
メ
タ
ン
一
個
は
二
酸
化
炭
素
二
一

個
分
の
温
室
効
果
を
持
っ
て
お
り
、
温
暖
化

へ
の
寄
与
は
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
で
二
番
目

の
大
き
さ
で
す
（
図
１
）。 

　
メ
タ
ン
は
湿
地
な
ど
自
然
の
発
生
源
も
あ

り
ま
す
が
、
水
田
、
そ
れ
か
ら
家
畜
な
ど
の

反
す
う
動
物
、
石
炭
、
石
油
の
利
用
な
ど
人

間
活
動
に
よ
る
発
生
が
大
き
い
ガ
ス
で
す
。

そ
の
た
め
、
産
業
革
命
以
降
、
大
気
中
メ
タ

　
ン
濃
度
は
二
酸
化
炭
素
と
同
様
に
上
昇
し

　
　
続
け
て
お
り
、
排
出
量
を
削
減
す
る
こ

　
　
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
土
壌
は
大
気
中
の
メ
タ
ン
を
吸
収
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
土
壌
中
に
は
、
メ
タ
ン
酸
化
菌
と
呼
ば
れ

る
微
生
物
が
棲
息
し
て
お
り
、
大
気
か
ら
土
壌
中
に
流
れ
込

ん
だ
メ
タ
ン
を
二
酸
化
炭
素
に
分
解
し
ま
す
。
メ
タ
ン
が
二

酸
化
炭
素
に
分
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気
中
メ
タ
ン

濃
度
の
上
昇
を
抑
え
、
地
球
温
暖
化
を
緩
和
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。 

　
海
外
で
お
こ
な
わ
れ
た
研
究
か
ら
、
な
か
で
も
森
林
土
壌

は
、
面
積
あ
た
り
の
メ
タ
ン
吸
収
量
が
大
き
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
森
林
総
研
構
内
に
お
け
る
観
測
（
注
1
）

か
ら
も
、
裸
地
よ
り
も
木
々
に
覆
わ
れ
た
樹
木
園
の
方
で
メ

　
　
タ
ン
吸
収
量
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
2
）。

　
　
　
こ
れ
は
、
森
林
土
壌
の
方
で
、
土
壌
水
分
や
養
分
状

　
　
　
態
が
メ
タ
ン
酸
化
菌
の
生
育
に
適
し
て
い
る 

　
　
　
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
わ
た
し
た
ち
は
、
森
林
・
林
業
関
係
の
研
究
機
関
と
共
同

で
（
注
2
）
、
日
本
の
森
林
土
壌
に
お
け
る
メ
タ
ン
吸
収
量
を

観
測
し
ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
二
六
ヶ
所
の
森
林

で
毎
月
、
メ
タ
ン
吸
収
量
を
測
定
し
ま
し
た.

（
図
3
）。 

　
そ
の
結
果
、
わ
が
国
の
森
林
土
壌
は
、
面
積
あ
た
り
の
メ

タ
ン
吸
収
量
が
、
欧
米
な
ど
に
く
ら
べ
て
大
き
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
4
）。
土
壌
の
種
類
で
比
べ
る

と
、
黒
色
土
で
特
に
大
き
な
メ
タ
ン
吸
収
量
を
示
し
ま
し
た

（
図
4
）。
黒
色
土
は
お
も
に
火
山
灰
か
ら
生
成
し
た
土
壌
で
、

通
気
性
が
よ
い
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
大
気

中
の
メ
タ
ン
が
土
壌
中
に
流
れ
込
み
や
す
く
、
メ
タ
ン
酸
化

菌
に
活
発
に
分
解
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
今
後
は
、
間
伐
や
皆
伐
な
ど
森
林
施
業
が
土
壌
の
メ
タ
ン

吸
収
機
能
に
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
ま
す
。 

わが国の森林土壌は温室効果ガスであるメタンを吸収し、
高い地球温暖化緩和能力を持つことがわかりました。 

 地球温暖化を緩和する森林土壌  地球温暖化を緩和する森林土壌 

注１. 2006年8月に開催されたサイエンスキャンプ（http://ppd.jsf.or.jp/camp/）の「森林土壌で温室効果ガスを調べてみよう」に参加した高校生が 
おこなった観測結果。 

注 2. 北海道立林業試験場、秋田県農林水産技術センター、福島県林業研究センター、富山県林業技術センター、長野県林業総合センター、愛知県森林・
林業技術センター、愛媛県林業技術センター、大分県農林水産研究センター、沖縄県森林資源研究センター、北大北方生物圏ＦＳＣ、東大千葉演習林、
神戸大学大学院農学研究科、島根大学生物資源科学部、鹿児島大学演習林 

図１ 温室効果ガスの温暖化への寄与度。 
       IPCC(2007)より作成。 

（立地環境研究領域） 

No.171
研究の“森” から 研究の“森” から 

は二酸化炭素の次に重要な温室効果ガス 
メタン 

を吸収する土壌 
メタン 

  をたくさん食べる   をたくさん食べる   をたくさん食べる 
日本の森の土は 日本の森の土は 日本の森の土は 

吸収能が高い日本の森林土壌 
メタン 

メタン メタン メタン 

「研究の“森”から」コーナーは、本年3月まで発行していました瓦版「研究の“森”から」を継承するため、171号から新 
  たなスタートとなります。これまでの瓦版はホームページ（www.ffpri.affrc.go.jp）の刊行物で見ることができます。 

森下 智陽 
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多
摩
森
林
科
学
園
は
、
大
正
十
年
二
月
に
宮
内
省

帝
室
林
野
管
理
局
林
業
試
験
場
と
し
て
発
足
し
、
昭

和
二
二
年
の
農
林
省
林
業
試
験
場
へ
の
統
合
を
経
て
、

現
在
で
は
、
支
所
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
八
王
子
市
高
尾
の
約
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
サ
ク
ラ
保

存
林
、
約
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
樹
木
園
そ
し
て
約
40
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
実
験
林
の
他
に
、
多
摩
市
の
約
5
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
連
光
寺
実
験
林
、
そ
し
て
埼
玉
県
鳩
山
町

の
約
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
赤
沼
実
験
林
を
主
な
研
究
の

場
と
し
て
、
動
植
物
の
多
様
性
保
全
・
生
態
系
の
役

割
解
明
に
関
す
る
研
究
成
果
を
活
用
し
て
、
森
林
環
境
教
育
研
究
を
中
心
と
し
た
研
究
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
森
林
総
合
研
究
所
が
蓄
積
し
て
き
た
研

究
成
果
を
基
に
し
た
「
森
林
講
座
」
を
開
催
す

る
等
、
研
究
成
果
の
普
及
・
広
報
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
園
内
の
桜
遺
伝
子
保
存
林
・
樹
木

園
・
試
験
林
、
森
の
科
学
館
の
展
示
等
を
活
用

し
て
、
研
究
試
料
の
提
供
や
研
鑽
の
場
・
森
林

環
境
教
育
の
場
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。 

研究領域巡り 全国巡り 

14

スギ林冠において生産構造と微細環境を調査中。 

4月18日の一般公開で地球温暖化について講演する 
松本光朗温暖化対応推進室長 

植
物
生
態
研
究
領
域 

 

　
森
林
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
種
や
個
体
間
の
競
争
や
共
存
の
結
果
と
し
て
存
在
し
、
そ

れ
ぞ
れ
は
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
光
合
成
で
吸
収
し
、
呼
吸
で
放
出
す
る
個
々
の
植
物

生
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
律
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
植
物
生
態
研
究
領
域
で
は
、
こ
の
よ
う
な
炭
素
固
定
に
関
わ
る
樹
木
の
生
理
生
態
的
特

性
や
葉
・
枝
・
幹
の
物
質
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
解
明
を
ベ
ー
ス
に
、
森
林
の
木
材
生
産
機
能

を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
研
究
や
、
環
境
変
化
が
樹
木
や
森
林
に
及
ぼ
す
影
響
を
予

測
評
価
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
当
研
究
領
域
は
樹
木
生
理
研
究
室
、
物
質
生
産
研
究
室
及
び
二
チ
ー
ム
（
個
体
生
理
、

育
成
林
施
業
）
、
総
勢
一
三
名
の
研
究
職
員
か
ら
な
り
、
支
所
に
配
置
さ
れ
た
当
該
分
野

の
研
究
職
員
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
国
内
の
森
林
施
業
問
題
か
ら
地
球
環
境
問
題
ま
で
、

幅
広
く
各
種
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
環

境
省
・
環
境
総
合
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、
日
本
の
ブ

ナ
林
の
分
布
予
測
法
を
確
立

し
温
暖
化
影
響
評
価
を
行
っ

た
研
究
成
果
が
、
気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
I
P
C
C
）第
四
次
報
告
書

に
引
用
さ
れ
ま
し
た
。
領
域

か
ら
発
信
し
た
最
近
の
際
だ
っ

た
成
果
の
一
つ
で
、
こ
れ
か

ら
も
社
会
に
貢
献
す
る
研
究

を
目
指
し
ま
す
。 

温
暖
化
対
応
推
進
拠
点 
 

　
林
野
庁
の
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
へ
の
対
応
を
役
割
と
し
て
、
平
成
十
八
年
に
つ

く
ら
れ
た
組
織
で
す
。
森
林
総
合
研
究
所
は
、
京
都
議
定
書
を
背
景
と
す
る
政
府
の

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱
に
も
と
づ
く
林
野
庁
委
託
事
業
（
平
成
十
五
年
〜
）

で
、
京
都
議
定
書
国
別
報
告
に
必
要
な
日
本
の
森
林
吸
収
量
を
算
定
す
る
た
め
の

デ
ー
タ
収
集
や
分
析
手
法
を
開
発
す
る
等
、
技
術
的
側
面
か
ら
行
政
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
当
拠
点
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
係
る
研
究
と
行
政
に
ま
た
が
る
業
務
の
窓

口
を
務
め
る
と
と
も
に
、
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
み
条
約（
U
N
F
C
C
C
）

に
係
る
国
際
会
合
に
対
す
る
政
府
の
対
応
へ
の
技
術
的
支
援
や
、
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル（
I
P
C
C
）

へ
の
職
員
の
対
応
等
、
地
球

温
暖
化
対
策
に
係
る
所
の
活

動
へ
の
支
援
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
地
球
温
暖
化

が
農
林
水
産
業
に
及
ぼ
す
影

響
の
評
価
と
高
度
対
策
技
術

の
開
発
（
農
水
省
）、
森
林

減
少
の
回
避
に
よ
る
排
出
削

減
量
推
定
の
実
行
可
能
性
に

関
す
る
研
究（
環
境
省
）
等

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

多
摩
森
林
科
学
園 

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー 

　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
は
、
茨
城
県
日
立
市
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
こ
で
は
、
関
東
・
東
海
地
方
等
を
対
象
に
、
林
木
の
新
品
種
の
開
発
、
林
木
遺

伝
資
源
の
収
集
と
保
存
、
そ
れ
ら
に
必
要
な
技
術
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
国
で
実
施
し
て
い
る
育
種
事
業
の
と
り
ま
と
め
や
調
整
に
加
え
、
海
外
協
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
最
近
の
成
果
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
症
対
策
品
種
、

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
品
種
の
開
発
で
す
。
ま
た
、
林
木
遺
伝
資
源
の
収

集
・
保
存
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
林
木
遺
伝
子
銀
行
110
番
（
天
然
記
念
物

な
ど
の
ク
ロ
ー
ン
増
殖
）も
各
地
で
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
春
は
樹
木
が
活
動
を
始
め

る
季
節
で
す
。
増
殖
、
人
工

交
配
、
試
験
地
へ
の
植
栽
な

ど
を
、
適
期
を
逸
し
な
い
よ

う
に
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

作
業
し
て
い
ま
す
。 

　
写
真
は
マ
ツ
の
人
工
交
配

の
様
子
で
す
。
種
子
が
得
ら

れ
る
の
は
一
年
半
後
の
来
年

の
秋
。
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
に
抵
抗
性
を
持
つ
マ
ツ
を

D
N
A
分
析
に
よ
っ
て
見
つ

け
る
た
め
の
研
究
に
用
い
ま

す
。 

 

松の人工交配の様子。 
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写真1 インドネシア・スマトラ島のアカシアマンギウム  
　　　産業植林地の例。 

写真1 縄文杉 

写真2 インドネシア・スマトラ島 アカシアマンギウム   
         産業植林地における収穫 

写真2 森林総合研究所玄関に飾られている、樹齢1,430年の 
　　　ヤクスギの板。表面に白くみえるのは、年輪を数える 
　　　ために貼ったスケールです。 

1617

屋久杉 
インドネシアの 
大規模産業植林地 

国際連携推進拠点国際研究推進室長　藤間　剛 

海
外
事
情 

企画部　研究企画科長　平川泰彦 

 

 

 

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
に
は
、
パ
ル
プ
原
木
を
供

給
す
る
た
め
の
大
規
模
な
産
業
植
林
地
が
あ
り
ま
す
（
写
真

１
）。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
林
業
省
の
統
計
で
は
、
二
〇
〇
五
年
ま

で
に
ス
マ
ト
ラ
島
で
認
可
さ
れ
た
産
業
植
林
地
は
四
〇
〇
万

ha
を
超
え
て
い
ま
す
。
九
州
（
三
六
七
万
ha
）
よ
り
も
広
い
土

地
に
、
ア
カ
シ
ア
マ
ン
ギ
ウ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
代

表
さ
れ
る
生
長
の
早
い
樹
種
が
植
栽
さ
れ
、
七
年
か
ら
八
年

程
度
で
伐
採
と
再
植
林
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
本

稿
で
は
、
年
産
百
万
ト
ン
の
パ
ル
プ
工
場
を
仮
定
し
て
、
平

均
的
な
ア
カ
シ
ア
マ
ン
ギ
ウ
ム
産
業
植
林
施
業
の
規
模
を
紹

介
し
ま
す
。 

　
　
ア
カ
シ
ア
マ
ン
ギ
ウ
ム
の
年
平
均
材
積
生
長
速
度
は
、
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
二
五
m3 

、
八
年
伐
期
で
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
二
〇
〇
m3

の
収
穫
が
あ
り
ま
す
。
材
比
重
か
ら
の
概
算
で

は
一
ト
ン
の
パ
ル
プ
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
原
木
は
四
・

四
四
m3

で
す
の
で
、
百
万
ト
ン
の
パ
ル
プ
生
産
に
必
要
な
原

木
は
四
四
〇
万
m3

、
年
間
の
収
穫
面
積
は
二
二
、
〇
〇
〇
ha

に
な
り
ま
す
。
八
年
に
一
度
収
穫
す
る
場
合
、
原
木
生
産
に

必
要
な
土
地
は
一
七
六
、
〇
〇
〇
ha
に
な
り
ま
す
。
産
業
植

林
地
の
中
に
も
、
川
沿
い
を
始
め
自
然
保
全
の
た
め
に
残
す

べ
き
土
地
、
林
道
、
苗
畑
等
、
植
栽
が
行
わ
れ
な
い
土
地
も

必
要
で
す
。
そ
れ
ら
を
全
体
の
二
割
と
し
ま
す
と
、
年
産
百

万
ト
ン
の
パ
ル
プ
工
場
を
操
業
す
る
た
め
に
必
要
な
植
林
地

面
積
は
二
二
万
ha
、
東
京
都
と
同
じ
く
ら
い
の
土
地
が
、
一

つ
の
工
場
に
原
木
を
供
給
す
る
た
め
の
植
林
地
と
し
て
必
要

な
の
で
す
。
こ
こ
で
想
定
し
た
工
場
が
一
日
に
必
要
と
す
る

原
木
は
一
二
、
〇
〇
〇
m3

、
毎
日
の
収
穫
面
積
は
六
〇
ha
で

す
。
こ
れ
は
、
一
日
あ
た
り
六
〇
ha
で
再
植
林
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
平
均
的
な
植
栽
密
度
を
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
た
り
一
、
一
〇
〇
本
（
3
ｍ 

×
3
ｍ
間
隔
）
と
し
ま
す
と
、

一
日
あ
た
り
六
六
、
〇
〇
〇
本
、
年
間
で
は
二
、
四
〇
〇
万

本
の
苗
木
を
植
栽
す
る
こ
と
と
な
り
、
苗
木
を
大
量
供
給
す

る
た
め
の
苗
畑
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

　
早
生
樹
産
業
植
林
地
は
、
も
ち
ろ
ん
森
林
で
す
。
し
か
し
、

植
林
地
の
中
で
は
つ
ね
に
植
栽
か
ら
伐
採
に
い
た
る
施
業
が

継
続
し
、
収
穫
さ
れ
た
木
材
は
絶
え
間
な
く
工
場
へ
運
ば
れ

つ
づ
け
ま
す
（
写
真
2
）
。
あ
た
か
も
木
材
生
産
工
場
の
よ

う
で
す
。
天
然
林
を
伐
り
尽
く
す
こ
と
な
く
、
世
界
的
に
増

え
続
け
る
木
質
資
源
に
対
す
る
需
要
に
応
え
る
た
め
に
は
、

す
で
に
造
成
さ
れ
た
植
林
地
の
生
産
力
を
維
持
、
向
上
さ
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
優
良
樹
種
の
選
抜
や
品
種
改
良
、
立
地

管
理
技
術
、
効
率
的
な
施
業
方
法
、
病
虫
害
対
策
な
ど
、
多

く
の
技
術
課
題
が
あ
り
ま
す
。
国
際
的
な
産
学
協
同
体
制
の

確
立
が
望
ま
れ
ま
す
。 

 

　 

　
屋
久
杉
は
、
日
本
に
お
け
る
自
然
の
神
秘
と
古
代
へ
の
憧

憬
だ
け
で
な
く
現
代
に
お
け
る
環
境
保
全
の
象
徴
と
も
い
え

る
樹
で
す
。
か
つ
て
は
縄
文
杉
と
名
付
け
ら
れ
た
個
体（
写
真

１
）の
推
定
樹
齢
七
千
二
百
年
説
が
話
題
と
な
り
、
セ
ル
ロ
ー

ス
成
分
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
サ

ン
プ
ル
に
よ
っ
て
千
年
か
ら
二
、
一
七
〇
年
の
間
で
値
が
大

き
く
異
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
合
体
木
説
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
の
遺
伝
子
な
ど
の
研
究
で
は
否
定
的
な
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
的
な
屋
久
杉
の
年
輪
数
調
査
で
は
、
当

所
の
所
蔵
円
盤
で
一
、
四
三
〇
年
（
写
真
2
）
、
旧
下
屋
久
営

林
署
の
円
盤
で
一
、
七
七
六
年
、
信
州
大
の
立
木
調
査
で 

一
、
三
五
六
年
な
ど
二
千
年
以
上
の
年
輪
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
縄
文
杉
の
樹
齢
は
未
だ
不
明
な
ま
ま
で
す
が
、
屋

久
杉
の
存
在
は
、
少
な
く
と
も
千
数
百
年
以
上
に
わ
た
り
屋

久
島
の
自
然
環
境
が
変
わ
ら
ず
に
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
の

証
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
縄
文
杉
な
ど
の
有
名
杉
に

つ
い
て
は
粗
穂
か
ら
ク
ロ
ー
ン
が
育
て
ら
れ
て
お
り
、
材
質

調
査
か
ら
屋
久
杉
の
木
材
は
密
度
が
高
く
て
強
い
が
、
黒
心

で
心
材
の
含
水
率
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ れ が お 宝  
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本
の
春
を
代
表
す
る
樹
と
い
え
ば
サ
ク
ラ
で

　
　
　
し
ょ
う
。
四
月
は
日
本
中
に
サ
ク
ラ
が
咲
い

て
い
る
か
の
よ
う
に
サ
ク
ラ
の
こ
と
を
毎
日
耳
に
し

ま
す
。
も
っ
と
も
親
し
ま
れ
て
い
る
サ
ク
ラ
は
栽
培

品
種
の
『
染
井
吉
野
』
で
す
が
、
日
本
に
は
も
と
も

と
九
種
の
サ
ク
ラ
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
並
ん
で
古
く
か
ら
花
を
鑑
賞
さ
れ

て
き
た
種
が
エ
ド
ヒ
ガ
ン
で
す
。
エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
お

彼
岸
の
頃
に
咲
く
の
で
以
前
は
「
彼
岸
桜
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
栽
培
品
種
の
『
小
彼
岸
』
と

区
別
す
る
た
め
「
江
戸
」
を
加
え
た
名
前
を
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
一
般
に
関
西
で
は
『
小
彼
岸
』
が
植
え

ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
関
東
で
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
が

植
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
巨
木
と
な
っ
て
長
命

を
保
ち
や
す
い
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
、
「
根

尾
の
薄
墨
桜
」（
岐
阜
県
）や
「
山
高
の
神
代
桜
」（
山

梨
県
）な
ど
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
老
大
木
も

多
い
で
す
。
た
だ
し
、
山
の
中
で
ま
と
ま
っ
て
自
生

す
る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
を
目
に
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。

町
中
に
植
え
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し

た
山
の
中
の
サ
ク
ラ
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
　
　
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
は
北
海
道
、
本
州
、
四
国

　
　
　
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
新
緑
の
山
里
を
ハ
イ

キ
ン
グ
す
る
と
、
滑
空
を
交
え
な
が
ら
緩
や
か
に
飛

ん
で
い
る
と
こ
ろ
や
、
畑
の
ネ
ギ
や
林
道
脇
の
ウ
マ

ノ
ア
シ
ガ
タ
な
ど
の
花
に
吸
蜜
に
訪
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
緩
や
か
に
飛
ん
で
い
る
の

は
オ
ス
ば
か
り
で
、
メ
ス
は
じ
っ
と
止
ま
っ
て
い
る

か
、
弾
道
を
描
く
よ
う
に
短
く
敏
速
に
飛
ん
で
は
草

む
ら
に
潜
り
込
む
の
で
、
目
に
は
止
ま
り
に
く
い
で

す
。
こ
の
よ
う
な
飛
翔
行
動
を
見
せ
る
メ
ス
は
産
卵

活
動
中
で
す
。
幼
虫
は
ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
や
ジ
ロ
ボ

ウ
エ
ン
ゴ
サ
ク
な
ど
の
ケ
シ
科
植
物
を
食
べ
て
育
ち

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
植
物
は
夏
に
は
地
上
部
が
一
度

枯
れ
て
し
ま
う
た
め
か
、
卵
は
地
上
の
枯
れ
枝
等
に

産
み
つ
け
ら
れ
ま
す
。 

　
「
ウ
ス
バ
シ
ロ
チ
ョ
ウ
」
と
名
付
け
ら
れ
て
は
い

ま
す
が
、
シ
ロ
チ
ョ
ウ
科
で
は
な
く
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ

科
で
、
名
前
の
通
り
に
白
い
個
体
ば
か
り
で
は
な
く
、

黒
い
部
分
が
広
が
っ
た
個
体
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
変
異
は
体
温
調
節
に
関
係
し
て
い
る
ら
し
く
、
曇

り
が
ち
な
地
方
で
は
黒
っ
ぽ
い
個
体
が
多
い
よ
う
で

す
。 

 

（
森
林
バ
イ
オ
研
究
セ
ン
タ
ー 

森
林
バ
イ
オ
第
二
研
究
室
）
　 

 エドヒガン 

ウスバシロチョウ 

エドヒガンの群生地（2006.4.27 山梨県北杜市） 

エドヒガンの花（2003.4.3 東京都八王子市） 
 

 
 (Lavallee ex H.Otto) H.Otto

日 

 Cerasus spachiana

勝
木 

俊
雄 

 

（
森
林
昆
虫
研
究
領
域 

昆
虫
生
態
研
究
室
長
）
　 

松
本 

和
馬 

ウ 

 Parnassius glacialis Butler
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・ 

2021

I
P
C
C
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
に 

森
林
総
合
研
究
所
研
究
職
員
が
貢
献 

 
平
成
20
年
度
一
般
公
開
　
開
催
さ
れ
る 

森
林
総
合
研
究
所
研
究
報
告
刊
行 

 

「
も
り
の
展
示
ル
ー
ム
」 

  

夏
休
み
特
別
公
開
の
お
知
ら
せ 

 

      　
I
P
C
C（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
松
本
光
朗 

温
暖
化

対
応
推
進
室
長
、
高
橋
正
通 

立
地
環
境
研
究
領
域
長
、
外
崎

真
理
雄 

木
材
特
性
研
究
領
域
長
の
も
と
に
、
I
P
C
C
事
務

局
よ
り
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
へ
の
貢
献
を
認
定
す
る
賞
状

が
届
き
ま
し
た
。 

　
I
P
C
C
は
、
U
N
E
P
、
W
H
O
の
協
力
で
一
九
八
八

年
に
設
立
さ
れ
た
世
界
各
国
の
科
学
者
が
参
画
す
る
組
織
で
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
地
球
温
暖
化
と
そ
れ
に
よ
る
影
響

の
将
来
予
測
や
、
対
策
・
適
応
策
の
可
能
性
の
提
示
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
　 

　
と
く
に
、
昨
年
、
I
P
C
C
の
第
四
次
評
価
報
告
書
が
公

表
さ
れ
、
こ
こ
五
〇
年
の
温
暖
化
の
お
も
な
原
因
は
「
人
間

が
排
出
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
」
で
あ
る
と
ほ
ぼ
断
定
し
、
今

世
紀
中
の
温
度
上
昇
は
1.8
℃（
排
出
量
が
少
な
い
社
会
）〜
4.0

℃（
排
出
量
が
増
加
し
続
け
る
社
会
）に
達
す
る
と
予
測
し
た

こ
と
が
、
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
I
P
C
C
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
し
て
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
委
員
会
は
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
気
候
変
動
の
問
題
を
世
に
知
ら
し
め
、
対
応
策
の
土
台
を

築
い
た
こ
と
を
評
価
し
、
二
〇
〇
七
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

授
与
し
ま
し
た
。 

　
I
P
C
C
の
パ
チ
ャ
ウ
リ
議
長
は
、
「
こ
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
は
報
告
書
作
成
に
関
わ
っ
て
き
た
科
学
者
達
に
贈
ら
れ

る
も
の
だ
」
と
し
て
、
こ
の
た
び
I
P
C
C
事
務
局
か
ら
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
へ
の
貢
献
を
認
定
す
る
賞
状
が
三
人

の
も
と
に
届
き
ま
し
た
。 

　
松
本
室
長
は
、
I
P
C
C
第
四
次
評
価
報
告
書
、「
土
地
利

用
、土
地
利
用
変
化
お
よ
び
林
業
の
た
め
の
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
」、「
2006
改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
4
巻

　農
業
、林
業
、そ
の
他
土
地
利
用
」の
代
表
執
筆
者
、高
橋
領
域

長
は「
森
林
劣
化
に
係
わ
る
報
告
書
」の
代
表
執
筆
者
、外
崎
領

域
長
は「
2006
改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
4
巻　
農
業
、林
業
、そ
の

他
土
地
利
用
」
の
代
表
執
筆
者
と
し
て
貢
献
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。 

●
期
間:

7
月
18
日（
金
）〜
8
月
31
日（
日
）
た
だ
し
8
月
11

日（
月
）〜
8
月
15
日（
金
）
は
休
館
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す ●
時
間:

午
前
10
時
〜
午
後
4
時（
午
後
3
時
30
分
受
付
終
了
） 

●
展
示
内
容:

生
物
多
様
性
の
研
究
情
報
な
ど
の
パ
ネ
ル
展

示
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の
は
く
製
、
世
界
一
重
い
木
・
軽

い
木
　
他 

※
予
約
不
要
で
無
料
で
す
。
つ
く
ば
の
研
究
所
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
「
つ
く
ば
ち
び
っ
子
博
士（
つ
く
ば
市
主
催
）」
の

会
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。 

 

松本室長 

高橋領域長 

外崎領域長 

　
4
月
18
日（
金
）〜
19
日（
土
）の
2
日
間
、
一
般
公
開
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
森
林
総
合
研
究
所
で
は
じ
め
て
土

曜
日
を
含
む
2
日
間
の
開
催
と
し
ま
し
た
。
18
日（
金
）
は
、

強
風
に
大
雨
と
恵
ま
れ
な
い
天
気
で
し
た
が
、
開
催
時
間
前

か
ら
多
く
の
方
が
受
付
に
列
ば
れ
、
2
日
間
で
1138
名
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
で
の
講
演
会
や

研
究
成
果
な
ど
の
説
明
、
研
究
施
設

見
学
、
樹
木
園
案
内
、
も
り
の
展
示
ル
ー

ム
見
学
、
4
機
関
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
大
勢
の
皆
様
に
お
越
し
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

●
論
文 

　
多
摩
森
林
科
学
園
の
土
壌
動
物
に
関
す
る
研
究 

　
2
常
緑
樹
天
然
林
に
お
け
る
大
型
土
壌
動
物 

      

新
島
渓
子
・
橋
本
み
の
り 

 

●
短
報 

　
コ
テ
ン
グ
コ
ウ
モ
リ                               

　 

に
よ
る 

　
春
か
ら
夏
に
か
け
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　今年度新たに広報誌を創刊することになり、今年1月から本格的に執筆依頼、誌面構成の決定、編集作業が始まりま

した。5月中の刊行という目標に向かってなんとか間に合って安堵しています。いっぽうで、編集作業を担当した研究

情報科スタッフにとってはまったく未知の経験であり、読者の皆さんの反応が興味深くもあり、かつ心配でもあります。

掲載して欲しい記事、読みたい記事などとともに本誌に対するご意見をお寄せ下さい。次号以降の編集に参考にしたい

と思います。（企画部　研究情報科長　中牟田潔） 

編集委員：大河内勇　市田憲（NPO法人才の木）　中牟田潔　荒畑眞　田中伸彦　軽部正彦　佐藤保　杉元倫子　伊ヶ崎知弘　村上亘 

編集後記  

（表紙の写真）上からプラタナス、アスナロ、サクラ （誌名の背景）イヌエンジュの木目 
（裏表紙の写真）ヤマボウシ：本州から九州に分布する5～10mの落葉高木。初夏に特徴のある花をさかせる。 
　　　　　　　　　　　　　　材はかたく、器具材として利用される。 

PDF用出力  08.6.26 4:36 PM  ページ 12


